
○グループワーク１（Ａグループ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループワーク１（Ｂグループ）

背景  
核家族化，共働
きが進み，体験
させる人が不足
している 

地域力も 

弱 く な っ

ている 

子どもの体験す
る場所，時間が
ない（少ない）
何を体験させれ
ばいいのかわか
らない 

核家族化 

意義  

人ごとではな
く，身をもって
学ぶバーチャル
ではない現実 

自分が本当に

やりたいこと

にきずく 

経験こそが

力となる（失
敗も含めて） 

効果  

失敗を恐れな

い，バネにする 

失敗を許すこ

とができる 

失 敗 や 苦

労 か ら 学

ぶ 

失敗も含めた経

験が自信につな

がる（失敗して

も大丈夫） 

やりたいことを
体験することに
より，よりやり
たいことに対
し，色々と深ま
る 

投げかけたもの

が「全て子どもに

有意義であるは

ず」と決めない 

目的  

（わかりやすく）

例 おぜん立
てはダメ と
いうように 

経験が多いと

引き出しも多

くなる。 

自己の意思決定に

よる主体性，他者へ

の配慮，協力すると

いう人間関係，思い

やりの心 ルールを大切

にする社会性 

失敗してもそれ

を悪いこととせ

ず，次につなげる 

人間力を広げる 

大人がコントロー

ルしない。持ち帰る

ものは子どもの心

の中にある。 

自分で考え

る時間を与
える 

人として成長させることが

できる。学校だけの勉強が

できるだけでなく，生活す

る中での知識が身につく 

いろいろな

角度からの

ものの見方

を覚える 

大 人 が 効

果 を 求 め

すぎ 

背景  

核家族化 

地域力の低下 

親が地域とつな

がっていない 

子育てが孤立している 

マニュアルのない事態

に対応できない 

人のせいにする 

折り合いができ

ない 

集まれる場所が

ない 

時間も心も遊び

が必要 

まわりの大人が

待てない（レー
ルを敷く） 

親にゆとりが無

い 

時間に余裕が無

い 

決められた時間設

定の中での生活 共働きが多く子

どもと接する時

間が減少 

他人の気持ちを推し

はかれない。自己中心

的な考えの人が増え

ている。部分的にしか

世界がわからない。 

親子（親同士）の

コミュニケーシ

ョン不足 

個人的趣味を優

先（NG)ゴルフ，

飲み会，つり等 

家庭内の問題 

ほめかたに問

題がある 

×能力をほめる 

○努力をほめる 

意義  

自分の置かれた

環境の中で意思

決定する。 

自分の立ち位置

を知る 

地域社会の中で

の自分の立ち位

置を見つける 

生きる力を育む

自ら問題を解決

する能力を培う 

効果  

苦労・工夫をした

体験は忘れない 

失敗から深く学ぶ 

想定外の出来事

に対応できるよ

うになる 

与えられたもの

では経験になら

ない 

打たれ強い人間に

なる。他人の痛み

の分かる人間にな

る。思いやり 

目的  

自己肯定感，コ

ミュニケーショ

ン能力の向上 

他人の痛みや気持

ちを思いやれる感

情を体得。 

責任感 

失敗から学ぶ 

多様な１人の価値

を知る→認める 

たくさんの失敗

ができる・失敗を

おそれない 

結果を求めない

目的をもたせない 

他者と協調してよ

りより社会を築い

ていく態度を養う 

子どもの力を最

後まで信じる 
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○グループワーク２（Ａグループ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループワーク２（Ｂグループ）  

ふ る さ と

「かしわ」

大発見！ 

 

柏のカブ 

 

田 中 茶  

対象 

：all 市民 

道の駅など

で売ってみ

る（かしわ

で）など 

作物を育て

ることの大

変さを経験

する 

農業体験 

柏 特 産 の

「かぶ」を

育てて売っ

ててみよう 

「こんぶく

ろ池」で「か

ぶとむし」

をとって育

てる。 

コーディネ

ートする場

に，こども

は参画 

 

途中道程も

見に行く 

動植物も役

に立ってい

ることを認

識する 

カブを使っ

た料理教室 

生物的自立 

親子の体験

教室 

農業体験 
米や野菜を作

る喜び 感謝 

物づくり体験 
刃物やノコギ

リなど親子で 

数種の食材とさと
う・塩・しょうゆ
と調理器具だけ用
意してグループご
とに工夫して料理
して試食会に出
し，食べあう会 

ウォークラリー 
記号化されたポイント

をグループで協議しな

がらゴールを目指す 

小中学生の異学年集団 

リーダーの育成 

こども 
こどもの主体

的な活動 

こどもが企画す

る盆踊り大会 

地域対象 

企画はこども 

キャンプ 
親子で食器づく
り，料理，テント
設営等コミュニケ
ーション，食への
感謝 

地域（地域の伝
統文化の継承）
地域行事への参
画 

野外炊飯 
カレー作り，飯盒炊飯 

小中学生の異学年集団 

年齢に応じた役割分担 

リーダーの育成 

 

宿泊体験（キャンプ） 

自然の家等での共同生

活 

小中学生の異学年集団 

年齢に応じた役割分担 

リーダーの育成 

社会的自立 

地域 

地域と学校が 

つながる 

学校は地域 

運営は一緒 

地域 

多様な人との

交流 
 

地域のお年寄り
にインタビュー
して学んだこと
を発表しあう 

事業 

こども社長 

事業 

こども町会 
 

 

おやじの会 

こども 

こども参画によ

る地域づくり 
 

地域運動会 
地域の方々  
コミュニケーション 
地域のつながり 

地域の防災対応

に子ども（小・中

学生）も参加する

（訓練，防災教育

など） 

その為に普段か

ら様々な世代で

顔の見える関係

を作るための事

業，イベントを展

開する 

地域のお寺に泊

まりこんで宿坊

体験のようなこ

とをする 

事業 

こども記者 

   新聞 
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